
X := { 1
n | n ∈ N} とするとX の相対位相OX は離散位相であることを示す.

∀x ⊂ X は Nのある部分集合 {nλ | λ ∈ Λ}により x =
∪

λ∈Λ{
1
nλ

}と表せる.

この時∪
λ∈Λ(

1
nλ+1 ,

1
nλ−1 ) ∈ OR (nλ = 1のときは 1

nλ−1 = +∞とする）で
あり∪

λ∈Λ(
1

nλ+1 ,
1

nλ−1 ) ∩X =
∪

λ∈Λ{
1
nλ

} = xより x ∈ OX .

ゆえにOX は離散位相.

次にOX が離散位相でないことを示す.

∀ε > 0に対し nε := [ 1ϵ ] + 1とおくと nϵ ∈ Nかつ 1
nϵ

∈ B(0; ϵ)が成り立ち.

nϵの取り方より 1
nε

∈ Xであるから 1
nε

∈ B(0; ε)∩X ̸= ∅より 0 ∈ Xである.

しかし,{0}という一点集合は ∀ε > 0∃nε ∈ N s.t. 1
nε

∈ B(0; ε)より開集合で
はない. ゆえにOX は離散位相でない.
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